批判的序論
この書の題名は、用いられる資料だけでなく、この学びの背景となる生活状況と目的についても説明しています。
1. 「ヨブ記」は、危機の時に私たちクリスチャンが目指すべき模範的な生き方と態度を示すために用いる主な資料となります。
1. 「危機の時」という表現は、今この時における私たちの生活だけでなく、私たちの周囲にいるすべての人々の生活の状態をもよく表しています。私たちは皆、個人の生活において困難な出来事（初めて大学に進学すること、結婚すること、子どもを持つこと、愛する人を失うこと、引っ越すことなど）を経験します。しかし、今私たちが経験しているのとまったく同じ危機によって全世界が試練に遭うことは、まれな出来事です。少なくとも、COVID-19のパンデミックは、年齢、社会的地位、または世界観にかかわらず、すべての人をまったく同じ試練によって試し、私たちの信仰体系と政治的イデオロギーの双方が実行可能なものであるかを明らかにする力を持っていました。
1. 「忠実な生き方」は、良い時にも悪い時にもクリスチャンが目指す目標、または模範的な生き方を表すだけでなく、あらゆる危機の中で私たちを守る避け所でもあります。忠実な生き方は、危機に対する私たちの応答であるだけでなく、この危機、そして歴史を通じて起こったあらゆる危機によって生み出された混乱と恐れのために、さらに暗闇へと押しやられている不信者の世界に対する光となり、証しとなります。
したがって、ヨブは、今日の私たちの経験の性質に最もよく似た経験をした聖書の人物です。彼は一人だけのパンデミックに耐え、打ちのめされ、大きな損失を被ってそこを切り抜けました。彼の経験と反応は、時に混乱しており、必ずしも英雄的ではありませんでした。しかし、彼の物語は、忠実で誠実でありながらも不完全な人の姿を私たちに示し、彼が嵐のただ中にいた時にどのように反応したかを記録しています。ヨブ記は、特にこの困難な時代において価値があります。なぜなら、信者である私たちが何をすべきかだけでなく、何をすべきでないかも示しているからです。
すべての信者と同じように、ヨブの人生も、良いことと、あまり良くないこと、さらには答えが与えられず、解決されないまま残された事柄が入り混じったものでした。ですから私たちは、ヨブを遠い昔の聖書の登場人物としてだけでなく、試練の多い状況の中で最善を尽くしている一人の人間としても、自分と重ね合わせることができます。
ヨブ記
聖書の書を学ぶときに行うように、まずその書に関する予備的な情報、著者、執筆された時期、そして全体的な主題と概要から始めます。
1. ヨブ記の文学的重要性
その独特な主題に加えて、この書の特徴の一つは、その文章の美しさです。例えば、次のように言われています。
聖書の他のどの書にもまさる、壮大で崇高な書。
- マルティン・ルター
古代または現代の最も偉大な詩。
- アルフレッド「ロード」・テニスン（英国桂冠詩人）
私たちはしばしばヨブ記の物語にあまりにも集中するため、著者の文体と表現の質を十分に評価できません。学者の中には、ヨブ記の著者を旧約聖書のシェイクスピアと呼ぶ人もいます。
2. 日付と著者
この書が書かれた実際の著者や時期について、学者たちの間で一致した見解はありません。というのも、この書自体の中に、その年代や著者についての手がかりがないからです。
聖書の書としては、その文体と分類（詩歌／知恵文学）に従ってまとめられており、ヨブ記、詩篇、箴言、伝道者の書、そしてソロモンの歌から成っています。これらの書は、人間の苦悩と現実の生活体験を扱っているため、このように呼ばれています。
その年代と著者については、いくつかの説があります：
1. 最も古いユダの手紙ヤの伝承では、その著作をモーセ（紀元前1400年）に帰しています。
1. 後代の学者たち（マルティン・ルター）は、それがソロモン（紀元前1000年）によって作られたと考えました。
1. 現代の学者たちは、ユダの手紙ヤ人がバビロンに捕囚となっていた時代（紀元前600年）に、無名の著者によって書かれたと考えています。
ヨブ記が紀元前150年までに受け入れられ、旧約聖書の正典に含められていたと言えば十分でしょう。
3. ヨブ記 ― 歴史書か、それとも詩歌か？
しばしば生じる一つの疑問は、「ヨブ記は、ある男性とその家族に起こったことについての純粋に歴史的な書物なのか、それとも重要な神学的原則を教える創作なのか」というものです。
初期のユダの手紙ヤ教の教えでは、ヨブ記は歴史的事実であると主張されていました。マルティン・ルターは、ヨブ記は歴史的枠組みの中に置かれた詩的想像の作品であると書きました。例えば、実際の出来事に基づく歴史ドラマや映画に似ています。ヨブ記は、霊感を受けていない異教徒の創作であると主張する人もいます（オランダの哲学者スピノザ）。
保守的な学者の大半は、ヨブ記が実際の歴史的出来事に基づく、霊感を受けた文学作品であると考えています。
4. ヨブ記の目的
時間や著者に関する側面とは別に、研究においてより重要な焦点となるのは、この書の目的です。実際、ヨブ記は、いくつもの考えや問題を扱っています。
A. 初期の見解の一つは、さまざまな試練によって試されている間に、善良な人が示した忍耐についての研究であったというものです。ヤコブは、新約聖書の手紙の中でこの考えを反映しています。
² 愛する皆さん。あなたがたの人生は、多くの困難と誘惑に満ちていますか。そうであれば喜びなさい。 ³ 行く道が険しければ、それは忍耐を養う良いチャンスとなるからです。 ⁴ 忍耐力を十分に養いなさい。さまざまな問題が持ち上がった時、そこから逃げ出そうともがいてはいけません。忍耐力が十分身につけば、完全に成長した、どんなことにもびくともしない、強い人になれるでしょう。
- ヤコブの手紙 1:2-4
ヤコブは、ヨブ記において一人の人の人生に展開される原則を要約しています。
B. もう一つの重要な目的は、ヨブの経験が、個人的な苦しみは常に個人的な罪の結果であると教えていた、当時広く行き渡っていた教義の誤りを明らかにすることである（旧約聖書学者 G. B. ケアード）。ヨブ自身は、自分に何が起こったのか、またなぜそれが起こったのかを説明するために友人たちが用いたこの誤謬に反論してはいない（彼は自分を弁護するが、彼らの議論に完全に反論しているわけではない）。
しかし、舞台裏で起こっていることを見て、神の視点からその出来事を観察する読者は、この考え（個人的な苦しみは常に個人的な罪の結果である――例えば、カルマ）が正確ではないと結論づけることができます。
C. 最も明白な結論は、ヨブ記が、罪のない人々が苦しむという非常に現実的な問題、そしてこの経験に直面して、どのように、またなぜ信仰を保つことができるのかという問題を、特に扱っているということである。
この考えは、ヨブ記について論じてきた聖書学者の大多数の見解です。これらの著者による要約の言葉をいくつか挙げます。
「［ヨブ記］において明らかにされている重要な真理は、義人の苦しみには、怒りの宣告ではなく、神の愛の摂理によるものがあるということである。これがヨブ記の核心である。」
 - フランツ・デリッチュ『ヨブ記』
「結局のところ、ヨブの問題は解決されないままです。ただし、神の無限の知恵においては、受けるに値しない苦しみには、私たちの理解を超えた説明があるに違いありません。結局のところ、これは信仰の単純な教理であり、すべてを説明することに固執するものではありません。」
― エドガー・グッドスピード『旧約聖書の物語』
ヨブが神と顔を合わせるとき、彼は我に返ります。彼は神から明確な答えを得るわけではありません。この書において、神が語られるとき、新しい指示はなく、ただ神の臨在があるだけです。神はただ神であることに徹しておられます。
― 『インタープリターズ・バイブル』
そして、この書の焦点は、罪のない者が苦しむという問題です。ヨブの物語は、「なぜ罪のない人々は苦しむのか」あるいは「なぜこの世では不公平で不正なことが起こるのか」という問いに、実際には簡単な答えを与えてはいません。むしろ、一つの特定の事例と、その並外れた状況（サタンが一人の人を直接攻撃し、神がそれを起こるままにされる）を提示し、私たちはその展開と最終的な結末（神がヨブに現れ、彼が回復される）の証人となります。しかし、ヨブの経験の状況を私たち自身に直接当てはめることは難しく、あるいは不可能かもしれません。それでも、ヨブが自分の人生に起こる不正な事柄についてどう感じ、それらにどのように反応するのかを、私たちは身近に見ることができます。
· 物質的な所有物を失ったことへの衝撃
· 家族を失ったことへの悲しみと嘆き
· 病気のための痛みと苦しみ
· 威信と尊敬を失ったことへの屈辱
· 自分の状況が一見不正で不公平に思えることへの苛立ちと怒り彼はまた、個人的な苦しみは個人の罪のゆえに神がその人に下す裁きであると信じていた人々の中にいたのかもしれません。これが、彼が動揺し、自分が不当に罰せられていると考えた理由だったのかもしれません。自分が善良で正しい人であることを知っていたのに、それでもここで罰を受けていたのです。事実は彼の神学と一致していませんでした。
私たちは、彼の不当な苦しみだけでなく、人間として彼がこれらの事柄をどのように感じ、対処しているかについても証人です。私たちの人生の教訓は、彼の人生経験を私たちのものと比較することから得られます。なぜなら、程度の差こそあれ、私たちもまた、自分自身の人生において、時に衝撃、悲しみ、痛み、屈辱、欲求不満、怒り、絶望を経験するからです。もちろん、これらの感情をすべて同時に、また同じ問題について経験することはめったにありません。しかし、個人としてであれ集団としてであれ、逆境に対処する信仰の民としての私たちの経験を、ヨブの経験は映し出しています。
まるでヨブが、ある信者が理解できず、また受けるに値しない苦しみにどのように対処するかを示す、すべてを一つにまとめた例であるかのようです。ヨブ記は、人生の問題や不正に対する、きれいに整理された箇条書きの解決策を提供してはいません。それどころか、ヨブは、恐ろしい危機の時に、一人の人が完全ではなく、忠実な人生をどのように生きたかを示しています。
したがって、私たち自身の人生の教訓は、ヨブの歩みを調べることから得られます。それは、祝福された生活から不当な苦しみと喪失へ、そして啓示へ、最後には再び祝福された生活へと回復される歩みです。
